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　本 報告会は、9月9 日 （木 ） 9：3CJ〜13 ／OO に 開催 ざれ た。司 会は 腰

原幹夫 （東京大学）、二 辻和 弥 （東北大学）で、主 旨説明、主題 解説

の 後、
一
寸論お よび全体の ま とめが行わ れ た。

主旨説明

林 康裕 〔京都大学｝ モ
ー

メン トマ グニ チ ュ
ー

ド （Mw ）8を超 える

人地震 の虍生は 日本で も懸念されるとこ ろであ り、今 回の 地震動の特

性や建物の 被岩 を調査 し、わが国の特徴 と比較 しながら学ん でい くこ

とが 丁要で ある 。

騾

1．地震 と地震動・被害の概要 ：翠川三郎 〔東京工 業大学）　多数の 強

震 記 録よ り、断 層 に沿 っ た広い 範 囲 で大 きな加 遡 豆が観 測さ れ 广　 地

震動の 継続時間が 1分以上 と長 く、20 秒を超 え る長周期 まで 込度応答

ス ペ ク トル が 平坦 で あ る こ とか ら、今 回の 地震 の 規模の 大き さ が伺え

る。軟弱地盤 1．の 強震 観測点 では、本震
二
己録 や微勤廴赤、余震記 録か

ら強い 地盤特性が認め られ r：，，また、強震時に は地盤の非線形化に よ

り、tff盤 の 卓越 周期が 15 秒程度 に延 び た と推 疋 され る。被 害 の 目立 っ

た 15〜2鯏』建て のRC造壁式構造建物の 微動観測に よる 画倉周期は 1

秒弱 ど推定 され るが、強震 時の 建物の 朔性化を考 える と、地盤 と建物

の共振が被害を大き くした原 因として考 え られる。

2．チ リの耐震規定 と建物被害 ：斉藤大樹 （建築研 究所） 9階建て以

上の達物の 大破・倒壊率が2．8％ に抑え られた
．
囚 として、中高層逮物

の 殆 どがRC の 壁式構這で あ っ た こ とが 挙げられる。チ リで は、地震時

の 変形 制限が構造戸弌によらない 、建物の 1面内や高 さ方向の 剛性 の

イ 整形性 に 関する規定がない な ど、1耐力壁の 採用に 有利な項 目が 耐震

規定に盛 り込ま れて い る，， 日本では、高層建物へ の耐力壁の 利用は 限

定的で あ るが、本 地 震 に おけ る 逮物被害 の少な さや地震 後の 廷物の継

続仗用などを踏まえ て 、耐力壁を 積極的に活用す る 于法 も考え られ る。

3．一次隊の調査報告

3．1 調 査概 要、チ リの壁式構造 建物の 特徴 ：小林克已 幅 井大学）

チ リの 壁 式構造で は、建 物外 周 に壁を 設 けな い場合が多 く、壁端部の

曲げ圧縮に 対す る条件が 厳 しい 。一一・
方で 、太径 の 曲げ 補強 筋 を 多数 配

催 し 、重 ね継 ぎ手 と して い るな ど、壁 端祁の構造詳細に 多 くの 閙遉を

抱え て い る 。また、断 面の 小ざ い 梁 や、厚み 150mm 弱 の フラ ッ トス

ラブ に は地震時の 曲げ戻．しが 期待 でき ず、壁刺の 多 くが 曲げ壁 となる

が、巣を剛 と仮定する 日本 の 耐『 つ断法 （二 次診 断）で は、こ れ らの

壁 材がせ ん断刑 と判 定さ れ、
．
耐力 （C値）は 高 く、麦位 （F値 ）は小

さ く1一価さ れる。過 去に 行わ れ た 志賀 マ ッ プに よ る検 討結果 か らは、

賍 量 と被害 に明確な 関係が 見 られ な い こ と、20階を 超 え る高層建物

の 嵬板の 平均艮期圧縮応 力度が 大 きい （6〜7MPa 程度）こ とが わか る。

32　個 別建物 の被 害事例 ：香取 慶
一．一

（東洋大学） 低 層 の RC造uv
−
〈

構造娃物で は 、ドラ イエ リア に な っ てい る地下 1階の ピロ テ ィ におい

て 層崩壊 した事例が あ り、嘩端部の構進詳細の不 備だけでな く、下階

壁 抜けや 地 中壁 の 偏心配置な ど構造計画上の 弱点も倒壊の 原囚に なっ

て い る と考 え られ る。高増の RC 造單式構道建物では、　 i階や地下 階に

お い て 、縦筋の 座屈や破断な ど、壁端部が繰 り返 し大 き な軸 方向変形

を受けたと思われ る痕跡が確認さ れ てい る tt また、建物上層部で 間仕

切 り壁が大規模に破損 してい る場 合 もあ り、地 震時に大き な応答変位

が生じたと考え られ る。そ の他、粋組み 組積造や無補強組積造、ア ド

ベ 造の地震被害や、木造建築の 津波に よる 被言が報告された。
4．二 次隊の調査報告

4，1 調査概要、活動状況 ：河野 進 〔京都大学） 被災建物 の 数値解

析 の実施を念頭に、
一
次隊は個別妊物の 詳細調査に焦点を絞 っ た u 調

査 を行っ た大型RC碑 式構造 延物で は、使用されてい る材料 の 質 も良

く、経年劣化の 影響も見られない こ とから、構辻計画、構造設計 hの
不備 が被害の 原因にな っ た と考 え られる。数値解析で はT字壁の 有効

幅や、連層耐震 壁を連結する フラ ッ トス ラ ブの寄与分につ いて 検引 し、
曲げに よる被害を受 けた壁部材の 耐力や．変形性能を 評価 す る こ とを 円

標 と した．ま た、今口の 地震 で 被害 を受 けた部材が、日本や米国の 耐

震 規準を 用 い て改卩1．され て い た と した ら、どの よ うな被害が生 じたか

予測す る こ と、補修・補強の 手法を検討する こ とも今後必要である。
4．2　詳細建物調査と解析の進捗状況 ：楠 浩

一
〔横浜国立大学）　 6棟

の 大型RC建物 の被 災状況 と骨組解析 の醤 1状況 につ い て 報告 が あ っ

た。現地で は、曲げに よる被害を受 け广壁材が多 く見 られ た が、入手

した 構造図面や調査結果を基 に、これ らの 壁 材の せ ん 断余裕度を 十算

す る と LOを上 回っ て い た。ま た、壁量や偏心 暈と、構造被害 との 関

達 につ い て 現在検討を進 めてい る。仮想｛L事法やPushovar 解析で計

算 した3棟 の メカニ ズム時の ベース シ ェ アはい ずれもO．1を少 し上回

る稈度で あ っ た。

講

　地震動の 強 さを考 える と建物の 被害は少な く、大地震時にお け る 人

命保護の 目標 は十分達成された が、建物が地震MJに 受けた揺れは大き

く、今後1釦 1欟 計の戸度化が必要で ある。また、チ リは 口本 と比べ

て地盤 条件が 良い こ と、チ リの 回 層壁 式構造に該当す る構造形式 が 目

本に ない こ とか ら、今 阿の
二
鬥A 結 果 か ら日本 で 同程 度の 地 霞 が起 こ っ

た場合に どの 程度の 被害が生 じるか 類推する の は 難 しい と考 え られ

る。会場か ら1よ 上部構造か ら地下の擁壁へ の地震力の伝庄 を弓 え る

うえ で、床ス ラ ブが どのよ うな構造になっ て い たか教えて 欲 しい とい

う質問や、被災廷物だ けでな く周 辺の 無被害の 建物の 情報 も収集 し、

被害に 差異が 生 じた 原因を解明 して 欲 しい とい う要望が あ っ た。

まとめ

瀬尾和大 （東京工業大学） 地震発生 の メ カニ ズム な ど各困 で異 な る

災害 に関 する環境を明 らか に し、琿解する こ とが重要で ある。今 回は

裏態把握が†な 自的となっ たが、今後 も真根究明に向けた研究を継続

的に進めてい く磨要がある。
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